
検査手順等 
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※ 避難時の除染や緊急事態応急対策活動等により発生した汚染水・ 汚染付着物等に  
 ついては原子力事業者が処理。 

避 
 
難 
 
住 
 
民 

※ 車両の一時保管が必要となった場合は、原子力事業者の協力の下、保管場所を確保。 

一時保管等 

乗員 

車両 

・住民については、
汚染拡大防止処置
を行った上で除染
が可能な機関で除
染を実施。場合に
よっては、内部被
ばくの検査ができ
る機関へ搬送。 
・携行物品につい
ては汚染拡大防止
措置等を実施。 

避難所等へ 

避難所等へ 携行物品検査 

住民 

物品 

車 
 
両  
 
検  
 
査 

簡 

易 

除 

染 

住 

民 

検 

査 

簡 

易 

除 

染 

訓練風景 

40,000cpm 
超過 

40,000cpm 
以下 

40,000cpm超過 

40,000cpm以下 

OIL4 
以下 

OIL4 
超過 

OIL4 
以下 

OIL4 
超過 40,000cpm 

超過 

40,000cpm 
以下 

 避難退域時検査は、自治体職員、原子力事業者、放射線技師等により以下のフローで実施 
 検査要員は、検査及び簡易除染が実践できるよう、放射線の基礎等の講義及び機器の取り扱

い実習を含む研修を受講 



11．安定ヨウ素剤 
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＜対応のポイント＞ 
  放射性ヨウ素は、身体に取り込まれると、甲状腺に集積し、数年～十数年後に甲状腺がん等 
 を発生させる可能性がある。このような内部被ばくは、安定ヨウ素剤をあらかじめ服用するこ 
 とで低減することが可能である。このため、放射性ヨウ素による内部被ばくのおそれがある場 
 合には、安定ヨウ素剤を服用できるよう、その準備をしておく必要がある。 
 
 
 




